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主審:Referee

35 1st 25

17 2nd 18 副審:Umpire

22 3rd 12

28 4th 27

OT ﾃｰﾌﾞﾙ･ｵﾌｨｼｬﾙｽﾞ:Table officals

Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F No, Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F

x 2 0 1 0 3 x CAP 9 0 3 3 2

/ 0 0 0 0 0 x 7 0 3 1 5

x 21 3 6 0 3 x 21 1 8 2 2

- - - - 0 x 15 1 4 4 1

x 37 0 16 5 4 x 2 0 1 0 2

x 9 0 4 1 4 / 8 0 4 0 1

x CAP 33 10 0 3 3 / 20 2 5 4 2

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

/ 0 0 0 0 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

0 0

0 0

合　　　計 102 13 27 9 17 合　　　計 82 4 28 14 15

※×:ｽﾀｰﾀｰ　／:交代選手　PTS:ﾎﾟｲﾝﾄ　3P:3Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　2P:2Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　FT:ﾌﾘｰｽﾛｰ　F:ﾌｧｳﾙ
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 第２８回 能代カップ
高校選抜バスケットボール大会 

Year    Month    Day     Time

002015  年  5 月  5 日
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三上  侑希
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村上  孝太

江戸保  礼央

江戸保  賢人

伊藤  修人
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18

17

16

13

10

畠山　労

　1Q，両チームともハーフコートマンツーマンディフェンスでスタートする。立ち上がり，能代工はリバウン
ドから速い展開でシュートチャンスを作り，#6斉藤のゴール下や#7小室の3Pシュート，#5中村のインサイドで
得点し流れをつかむ。対する明成は#8八村のフリースローや#4増子のリバウンドからのゴール下シュート，＃
10三上の3Pシュートで反撃し互角の展開。残り3分から明成が徐々に点差を広げ，#8八村のリバウンドからの
ゴール下や1対1からのドライブで8連続得点。35-25の明成10点リードで1Qを終了。
　2Q，能代工はディフェンスのプレッシャーを強めてミスを誘い，#10金久保の連続得点で5点差に詰め寄る
が，明成も#8八村のインサイドや#10三上の3Pシュートで再び流れを引き寄せる。残り3分で12点差となったと
ころで，能代工は1回目のタイムアウトを取る。能代工はマンツーマンとゾーンを使い分けながらディフェン
スを変化させ，スティールからの速攻や#4盛實のドライブで得点に結びつけるが，明成も#6納見のジャンプ
シュートなどで得点し，52-43の明成9点リードで2Qを終了。
　3Q，互いにディフェンスを崩すことができずにシュートミスやターンオーバーが続いたが，明成#8八村のイ
ンサイドと#6納見の3Pシュートでゲームが動き出す。残り5分で17点差となったところで，能代工は後半1回目
のタイムアウトを取る。互いにシュートを決めきることができずに膠着状態が続いたが，明成は#8八村インサ
イドや#9足立のオフェンスリバウンドからのゴール下でリズムをつかむと，#10三上の3Pシュートが連続で入
り流れをつかむ。能代工も#10金久保と#6斉藤が3Pシュートを入れ返し，74-55の明成19点リードで3Qを終了。
　4Q，早い時間帯に追いつきたい能代工業はボールマンに対して積極的にダブルチームを仕掛けてプレッ
シャーを強め，相手のミスを誘う。能代工のペースで試合が進み，#10金久保のフリースローや#6斉藤のゴー
ル下で得点し残り5分で12点差まで詰め寄ったところで明成がタイムアウトを取る。その後も#9髙畑のジャン
プシュートや#6斉藤のゴール下で8点差まで縮めたが，明成も#10三上の3Pシュートや#6納見のリバウンド
シュートで入れ返す。残り3分12点差となったところで能代工が2回目のタイムアウトを取る。能代工は積極的
にオフェンスリバウンドやドライブを試みるが，明成は#8八村のインサイドや#6納見と#10三上の3Pで入れ返
す。結局，102-82の20点差で明成が勝利し，5戦全勝で優勝を飾った。
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